
様式 4-1 

Banyu Foundation Research Grant 2014－生活習慣病領域－ 

研究成果報告書（最終） <概要> 

所 属 東京大学医学部附属病院 循環器内科 

氏 名 網谷 英介 

研 究 テーマ 血管機能と血管内皮由来ベジクル 

 

 研究助成報告として広報資料に掲載される点を留意すること。 

 概要の構成は自由とするが、研究目的、手法、成果など、一般の方にもわかりやすくすること。 

 枚数は 1 ページにまとめること。（図表、写真などの添付を含む） 

１） 血管内皮由来ベジクルと lysosome との関連 

まず In vitro の系で培養血管内皮細胞を用いて、血管内皮由来の細胞外 vesicle と細胞内器官の

lysosome との関連を検討した。培養内皮細胞に AngII や TNF-αの刺激を加えると細胞外に 1μm 程

度の vesicle の産生がみられ、CD36 および lysosome membrane associated protein(LAMP)を用いた免

疫染色化学を行ったところ、vesicle の周囲がきれいに染色され、これら蛋白が膜に結合していると考え

られ、vesicle の産生と late endosome および lysosome との関連が示された（図１）。またこれらの

lysosome 関連の vesicle は他の内皮細胞にとりこまれることを確認した。（図２） 

 

 

2)血管拍動と shear stress の関連について 

本研究では shear stress の変動による血管運動の変化が病態によってどのように変化するかを検討し

た。血管内皮機能を評価する方法として Flow-mediated dilation 法があるが、これは駆血後の一過性

過血流の刺激をうけた血管内皮細胞が血管拡張物質である Nitric oxide を産生する反応に依拠してい

る。この FMD の状況下で血管拍動がどのように変化し、病態によってどのように左右されるかを検討し

た。FMD 下では通常血管拍動も増強して現れ、これは既報の結果（Naka KK et al. EHJ 2006; 27: 

302-309）にあう結果である。しかし虚血性心疾患を有する患者では有意に FMD 時の血管拍動の増強

が減弱し、中には FMD 時に血管拍動が baseline より減弱する例もあった。この反応は FMD 時の血管

拡張反応とは相関しなかった。さらに、FMD 時の血管拡張反応は年齢や coronary risk factor によって

変動したが、FMD 時の血管拍動増強においては年齢や coronary risk factor の影響をうけず、虚血性

心疾患で増悪した（図 8）。このことより、FMD時の血管拍動増強に関しては coronary risk factor とは独

立した血管障害のリスクを反映している可能性があると考える。血管障害を反映するパラメータを検索

する際には血管運動のさまざまな動態に焦点をあて、病態の存在によってそれらがどのように変化する

かを解析する必要がある。まだまだ血管運動については明らかになっていない部分も多く、今後も今ま

での血管機能評価とは別個の血管機能評価についてあらたに創出することが求められる。 
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